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製品についでの;ま意事項 

このガイドでは、ほとんどのモデルに共通の機 
能について説明します。一部の機能は、お使い 
のコンピューターでは使用できない場合があり 
ます。 



より詳しい情報が必要な場合またはコンピュー 
ターの返金を要求する場合は、お近くの販売店 
(こお問い合わせ〈ださい。 


ユーザー ガイド 

HP では、当社製品が環境にちえる影響を減らす 
ための取り組みを巧っています。この取り組み 
の一つとして、コンピユーターのハードドライ 
ブ上の[ヘルプとサポート]に『ユーザーガイド J ] 
および[ラーニングセンター]を含めています。 
追加のサポート情報および『ユーザーガイド J ] 
の最新版を Web サイトで参照できます。 
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安全に関するごを意 

ASin — ユーザーが义傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったり 

するおそれがありますので、ひざの上に直接コンピューターを置いて使 
巧したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしないでください。コ 
ンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してく 
ださい。通気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表 
面の硬いものを設置したり、枕や毛布、または巧類などの表面が柔らか 
いものを敷いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触れる 
位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上 
に置いたりしないでください。お使いのコンピューターおよび AC アダ 
プターは、 International Standard for Safety of Information Technology 
Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に 
関する規格に準拠しています。 
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1 ようこそ 

この章では、な下の項目について説明します。 
• ま斤機能 


• 情報の確認 

コンピューターをセットアップして登録した後に、な下の作業を実行す 

ることが重要です。 

• インターネットへの接続：インターネットに接結できるように、有 
線ネットワークまたは無線ネットワークをセットアップします。詳 
し〈は、 41 ぺージの「ネットワーク .I を参照してください。 

• ウィルス対策ソフトウエアの更新：ウィルスによる被害からコン 
ピューターを保護します。コンピューターにはウィルス巧まソフト 
ウェアがプリインストールされており、期間限定の無料更新サービ 
スが含まれています。詳しくは、 『HP ノ ートブックコンピューター 
リファレンスガイド』を参照してください。 

• コンピューター本体の確認：お使いのコンピューターの各部や特徴 
を確認します。詳しくは、 27 ぺージの「コンピューターの概要 I 
および' 4 S ぺージの「キーホード'およひポインティングデバイス J 

を参照してください。 

• リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブの作成：シ 
ステムが不安定な場合や障害が発生した場合に、オペレーティング 
システムおよびソフトウェアを工場出荷時の設定に戻します。手順 
については' 75 ぺージの「バックアップおよび復元 I を参照して 
ください。 

• インストールされているソフトウエアの確認：コンピューターにプ 
リインストールされているソフトウェアの一覧を表示します。[ス 
夕ート]一[すべてのプログラム]の順に選択します。コンピュー 
夕一に付属しているソフ トウェアの使用について詳しくは、ソフト 
ウェアの製造元の説明書を参照してください。これらの説明書は、 
ソフトウエアにさまれている場合やソフトウ； L アの製造元の Web 
サイトで提供されている場合があります。 
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新機能 

HP CoolSense 

[HP Coo 旧 ense ] g ^ では、 コン ピューターのパフナー マンス、 温度、ま 

たはファンの速度および音を制御するようにあらかじめ定義されたな下 
のモードを使用することで、 コン ピューターの温度設定をより細かく調 
整できます。 

-[オン]:温度の上昇を防止し、 コン ピューターに触れたときに感じ 
る温度を低くする温度設定が実行されます。 

• [オフ ]: [HP Coo 旧 ense ] を オフに すると、 コン ピューターが最大の 
パフォーマンスで 動作しますが、 [オン]モー ドの場合よりも温度が高 
くなる可能性があります。 

• [自動](初期設定）：コンピューターを静止した状況で使用している 
のか、移動中に使用しているのかを自動的に判断し、使用環境に合 
わせて温度設定が最適化されます。コンピューターを静止した状況 
で使用している場合 、 [HP CoolSense ] はパフォー マンス 優先の [才 
フ]モードに設定されます。コンピューターを移動中に使用している 
場合 、 [HP CoolSense ] は温度管理優先の[オン]モードに設定されま 
す。 

:令却設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. [スターり一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP Coo 旧 ense ] の 順 

に選択します。 

2. :令却モードを選択します。 

HP 3D シネマテクノ ロジー 

映画館で見るような品質の、ひときわ優れた立体 3 D ブルーレイ映画、ス 
テレオ 3 D ゲーム、および鮮やかな 3 D 写真と 3 D ビデオを楽しむことが 
できます。内蔵の 3 D 機能とともに 3 D メガネを使巧するだけで、すばら 
しい 3 D 感覚を体験できます。詳しくは、 10 ぺージの 「HP 3 D シネマ 
テクノロジーの 巧巧 I を参照してく ださし、。 


陵 f ; ま記： 3 D シネマテクノロジーおよび 3 D メガネを使用するには、事前 
に 3 D の安全に関する情報をお読みください。立体的な 3 D 映像を見る 
ことに身体面で不をがある場合は、医師に相談してください。詳しくは、 
11ぺージの 「3 D のま全に 関すム r I を参照してください。 
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Intel ® 無線ディスプレイ 

Intel 無線ディスプレイを使巧すると、コンピューターの画面を無線でテ 
レビと共有できます。無線ディスプレイを使用するには、市販の無線テ 
レビアダプターを別途購入する必要があります。ブルーレイディスク 
など、出力保護を行っているコンテンツは、 Intel 無線ディスプレイには 
表示されません。無線アダプターの使用に ついて 詳しくは、アダプター 
の製造元の説明書を参照して ください。 


簡^を 記： 無線ディスプレイを使巧する前に、お使いのコンピューターで無 
線がち効になっていることを確認します。 

I ■幹を 記： Intel 無線ディスプレイでは、外付けディスプレイデバイスでの 
3 D の再生はサポートされません。 


HP Beats Audio 

[HP Beats Audio ] とは、クリアなサウンドを維持しながら制御されたお 
音を提供する拡張才ーディオプロファイルです 。 [HP Beats Audio ] は、 
初期設定で有効に設定されています。 

▲ [HP Beats Audio ] の低音設定を調整するには、 わ+ b キーを押しま 
す。 


段 f ; ま記： ほ音設定の表示と調整は Windows ® オペレーティングシス 
テムでも行うことができます。低音のプロパティを表示して調整す 
るには、 [スタ ー ト]—>[コントロ ー ルパネル]—>[ハ ー ドウエアとサ 
ウンド] 一 [Beats Audio Control Panel ] (HP Beats Audio コント 
口ールパネル）の順に選択します。 


レ: i 下の表に 、 fn + b キーを押したときに表示される [HP Beats Audio ] ア 
イコンを示します。 


アイコン 説日月 


[HP Beats 


H ‘…。。。ぃ 
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グラフイックスモードの切り替え 

お使いのコンピューターには、切り替え可能な GPU が搭載されており、 
2つのグラフィックス処理モードが巧意されています。コンピューター 
を外部電源からバッテリ電源に切り替えるときに、高パフナーマンス 
モードから省電カモードに切り替えて、バッテリ寿命を節約できます。 
同様に、バッテリ電源から外部電源に切り替えるときには、高パフォー 
マンスモードに戻すことができます。 

— コンピューターで 3 D を再生するには、高性能の GPU が必要に 

なります。 

陵 f を記： 状況によっては、コンピューターのパフォーマンスを維持するた 
U めに、モードを切り替えることができない場合や、切り替えを促される 
場合があります。また、切り替える前にすベてのプログラムを終了する 
必要がある場合もあります。 

外部電源とバッテリ電源を切り替えるときに、グラフィックスモードが 
切り替わることが、コンピューターによって通知されます。必要に応じ 
て、グラフィックスモードを変更しない選択もできます。モードの切り 
替え中は、数秒間、画面が何も表示されない状態になります。切り替え 
が完了すると、通知領域にメッセージが表示され、画面が元に戻ります。 
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AMD ™ Eyefinity マルチデイスプレイテクノロジー 

お使いのコンピューターでは、新しい AMD Eyefinity テクノロジーがサ 
ポートされています 。 AMD Eyefinity テクノロジーにはな下の機能があ 
ります。 

• Mini DisplayPort に接続した1台を含め、最大3台の外付けディスプ 
レイを取り付けることができます。 

• 外付けディスプレイのグループを大きい SLS 巧 ingle Large 
Surface ) としてまとめ、その全体にミ度って画像を表示する、新しい 
ディスプレイ設をを提供します。 


廣^; ま記 ： AMD Eyefinity テクノロジーでは、 3 D の再生はサポートされて 
いません。 

SLS (Single Large Surface ) のディスプレイ設定例 

3台の外かけディスプレイを SLS として巧巧し、その全体にミ度って画像 
を表示する場合は、コンピューター本体のディスプレイはオフになりま 
す。3台の外付けディスプレイは、外付けモニターコネクタ （ VGA)、Mini 
DisplayPort 、 および HDMI コネクタを使用してコンピューターに接続し 
ます。 


簡^を 記： SLS モードでま示するには、すべてのディスプレイで同一のち军像 
度が必要です。ネイティブ解像度が異なるディスプレイでは、ホネイ 
ティブの解像度を使巧することじよって SLS モードで表示できます。 



I ■著を 記 ： Windows 7では、2台の外付けディスプレイのみがサポ^卜され 

ます 。 Windows 7で3台の外付けディスプレイを設定するには、 

6 ぺーンの 「[AMD Catalyst Control Center ] (AMD Catalyst コント 

口ールセンター）の使用」 を参照してください。 
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画面の切り替え 

表示画面切り替え 操作キーを巧すと、接続されているディスプレイデバ 
イスの数とは関係なく、4つの設定の選択胺を表示するダイアログボッ 
クスが開きます。 

コン ピューターのみのモード：外かけディスプレイへの表示をオフ 
にして、画像を コン ピューターのディスプレイのみで表示します。 

• 複製モード':コンピューター本体のディスプレイに表示されている 
画像と同じものを、コンピューターの外付けモニターコネクタ 
( VGA ) に接続されている外付けディスプレイにも表示します。 

• 化張モード：デスクトップを、コンピューター本体のディスプレイ 
および接結されたすべての外付けディスプレイに拡張します。 

• プロジェクタ ー のみのモ ー ド： コン ピュ ー タ ー 本体のディスプレイ 
への表示をオフにして、接続されているすべての外付けディスプレ 
イを拡張デスクトップとして設定します。 


段 f ま記： い MD Catalyst ™ Control Center ] (AMD Catalyst コント ロール 
センター)を使用して、ビデオの出力先およびネ刀期設定の出カデバイス 
を管理できます。 


[AMD Catalyst Control Center ] (AMD Cataivst コントロールセンター ） の 
使用 

デスクトップおよびディスプレイを設定したり 、 AMD Eyefinity を管理し 
たりするには 、 [AMD Catalyst Control Center ] を使巧する必要がありま 
す。 

[AMD Catalyst Control Center ] にアクセスするには、な下の操作を行い 
ます。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [Catalyst Control Center ] 

(Catalyst コントロール センター）一に CC ] の順に選択します。 

2. に esktops and Displays ] (デスクトップとディスプレイ）を選択 
します。 


度 f 注記： い MD Catalyst Control Center ] について註-しくは、ソフトウェア 

のヘルプを参照して〈ださい。 
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情報の確認 

コン ピューターには、各種タスクの実行に役立つ複数のリソースが用意 
されています。 


リ ソース 


提供される情お 


『クイックセットアップ』ポスター（印刷 
物） 


『コンピューターの準備』 

このガイドを表示するには、 la 下の操作を行 
います 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一 [ユー 
ザーガイド]の順に選巧します 

または 

[： スター ト]一[すべてのプ□グラム]一 [ HP ] 
一 [HP ドキュメント]の順に選がします 


コンピューターのセッ ト アッブ 方法 

コンピューター各部の名称 

コンピューターの 機能 

無線ネットワークへの接続ち法 

キーボードおよびポインティングデバイスの使 
用ち法 

M— ドドライブおよびメモリモジュールの交換 
または アッ グレード方法 

バックアップおよび復元の実行方法 

サポート窓口へのお問い合わせ方法 

コンピューターの 仕様 


『HP ノートブックコンピューターリファ 
レンスガイド』 

雜 

電源の管理機能 

雜 

バッテリ寿命を最大限に延ばす方法 

このガイドを表示するには、 la 下の操作を行 
います 

雜 

コンピューターのマルチメディア機能の使用方法 

[スタート]一[ヘルプとサボート]一[ユー 

雜 

コンピューターを保護する方法 

ザーガイド]の順に選巧します 

■ 

コンピューターを手入れするち法 

または 

• 

ソフトウ X アを更新する方法 

[スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 



- [HP ドキュメント]の順に選巧します 



[ヘルブとサポート] 

• 

オペレーティングシステムの情ま辰 


[ヘルブとサポート]にアクセスずるには、[ス 
タート]一[ヘルプとサポート]の順に選巧し 
ます 


ソフトウェア、ドライバー、および BIOS のアツ 
プデート 

トラブル シュー ティング ツール 


注記： お住まいの国または地域のサポー 
卜情報については、 http://www.hp.com/ 
support/ でお住まいの国または地域を選択し 
て、画面の説明に;’台って操作してください 


テクニカルサポートにアクセスする方法 
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リソース 提供される情報 


『規定、安全、および環境に関するごを意 J • 

規定およびま全に関する情報 

このガイドを表示するには、お下の操作を巧 • 
います 

バッテリの化分に関する情報 

[スタート]一[ヘルブとサボート]一[ユー 
ザーガイド]の順に選がします 


または 


[スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 

一 [HP ドキュメント]の順に選巧します 



『快適に使用していただくために』 • 

このガイドを表示するには、お下の操作を巧 
います • 

正しい作業環境の整えち、作業をする隙の正しい 
姿勢、および作業上の習慣 

電気的および物理的安全基準に関する情報 

[スタート]一[ヘルプとサポート]—>[ユー 
ザーガイド]の順に選がします 


または 


[スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 

一 [HP ドキュメント]の順に選巧します 


または 


httD://www.hD.com/erao/ から旧本語 1 を撰 t 尺 
します 



『サービスおよびサポートを受けるには Jj (曰 HP のサポート窓口の電話番号 

本 la 外の国や地域のお問い合わせ先につい 

ては、製品に付属している冊子 『Worldwide 

Telephone Numbers 』 （英語版）を参照して 

〈ださい） 

この冊子はお使いのコンピューターに付属 
しています 


HP の Web サイト 

この Web サイトを表示するには、 
httD://www.hD.com/suDPort/ にアクセス しホ 
す 


サポートに関する情報 

部品の購入とその他のヘルブの確認 

ソフトウェア、ドライバー、および BIOS の アツ 
プデート 

デバイスで利用可能なオブシヨン製品 
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リソース 提供される情報 


限定保証規定* 保証に関する情報 

オンラインの保証を表示するには、お下の操 
作を行います 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ユー 
ザーガイド]^[保証に関する情巧の確認] 

の順に選おします 

または 

[： スタート]一[ずべてのプログラム]一 [HP] 

-[HP ドキュメント]一[保証に関する情報 
の確認]の順に選おします 

または 

httD://www. hD.com/ a o/orderdocuments/ 力、り 

[日本（日本語） ] を選がします 


* お使いの製品に適用される HP 限定保証規定は、国や地域によっては、お使いのコンピューターに収 
録されている電子マニュアルまたは製品に同捆されている CD や DVD に収録されているドキュメン 
卜に明示的に示されています。日本向けの日本語モデル製品には、保証内容を記載した小冊子、『サー 
ビスおよびサポートを受けるには』が同個されています。また、日本レ:1外でも、印刷物の HP 限定保 
証規定が製品に同捆されている国や地域もあります。保証規定が印刷物として提供されていない国ま 
たは地域では、印刷物のコピーを入手できます。 httD :// www . hD.com/cio/orderdocuments/ でオンライン 
で申し込むか、または下記宛てに郵送でお申し込みください。 

。 北米： Hewlett - Packard , MS POD , 11311 Chinden Blvd ， Boise , ID 83714, USA 

• ヨーロツパ、中東、アフリカ： Hewlett - Packard , POD , Via G . Di Vittorio , 9，2006 3, Cernusco 
s/Naviglio ( Ml ), Italy 

• アジア太平洋： Hewlett - Packard , POD , P . O . Box 200, Alexandra Post Office , angapore 
911507 

郵送で請ボする場合は、お使いの製品名および保証期間（シリアル番号ラベルに記載されています）、 
ならびにお客様のお名前およびご住所をお知らせください。 
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2 HP 3 D シネマテクノ ロジーの使用 

この章では、な下の項目について説明します。 

• 3 D のを全に閱する情報 

• 立体巧覚と 3 D について 

• HP 3 D シネマテクノロジーじついて 

• HP 3 D アクティブシャッターメガネのな巧 

• 3 D シネマテクノ ロジーの巧巧 

• 3 D のお式について 

• rCvberUnk PowerDVDI の■(吏巧 

• 3 D ゲームで遊ぶ 

• 3 D テレビでの 3 D コンテンツの表示 

• 3 D メガネの取り巧い 

• トラブルシューティングおよびよく寄せられる質問 
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3 D の安全に関する情報 

3 D メガネおよび 3 D シネマテクノ ロジーを使用するには、事前にな下の 
安全に関するすべてのミ主意事項をよくお読みください。 


么 警告！ 3 D シネマテクノロジーをセットアップしても 3 D コンテンツ 
を見ることができない場合は、使巧を中止することをおすすめします。 
立体的な 3 D 映像を見ることに身体面で不をがある場合は、医師に相談し 
てください。 

光感受性発作：人によっては、 3 D コンテンツで表示されることのある点 
滅光や点滅パターンなどの特定の視覚映像にさらされると、発作または 
その他の合併症を起こすことがあります。お客様自身または血縁をに発 
作またはてんかんの病歴がある場合は、 3 D メガネおよび 3 D シネマテク 
ノロ ジーを 使用する前に、医師に相談してください。発作またはてんか 
んを起こしたことのある血縁をがいない場合でも、光感受性発作を引き 
起こすことのある疾患が診断されないままになっていることがありま 
す。 

視覚のを化、ふらつき感、目まい、目や筋肉の痊擊などの不随意運動、 
ひきつけ、吐き気、認識力の喪失、意識障害、こむらがえり、失見当識 
のを状のどれかが出た場合は、 3 D コンテンツの鑑賞をすぐに止め、医師 
に相談してください。お子様の場合は、保護をの方が様子に目を配り、 
前に述べたを状がないかお子様にたずねてください。子どもや未成年 
は、成人よりもこのようなを状が出やすいことがあります。 

眠気、疲れを感じるときや、病気じかかっているときは、 3 D コンテンツ 
を鑑賞しないでください。 3 D メガネをかけて 3 D を長時間鑑賞すると、 
頭痛や疲れの原因となることがあります。頭痛、疲れ、または目まいを 
感じた場合は、 3 D メガネを外して休んでください。 

視覚にはを化する能力が備わっているため、 3 D メガネを通して見ること 
にも対応できます。 3 D メガネを外したら、数分待ってから通常のま動を 
再開してください。 

3 D コンテンツには見る人に刺激を与えるものがあります。巧娠中の方、 
高齢のち、てんかんのを状があるちや、身体に重大なを患があるちは、 
コンピューターの 3 D 機能を使用しないことをおすすめします。 

幼い子ども（特に6歳未満）の視覚は発達の途上じあります。幼い子ど 
もに 3 D ビデオ画像の鑑賞または 3 D ビデオゲームで遊ぶことを許可す 
る前に医師（小児科医、眼科医など）に相談してください。保護をの方 
は幼い子どもに目を配って、ここで説明しているを意事項を確実に巧ら 
せるようじしてください。 
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窒息の危険： 3 D メガネには小さな部品が含まれており、乳幼児の使用を 
想定していません。 

3 D メガネは水の近くで使用しないで〈ださい。 

3 D メガネのレンズにはガラスが含まれます。レンズの損傷を防ぐため 
には、 3 D メガネを慎重に取り巧い、使巧しないときは適切に保管してく 
ださい。レンズの損傷や亀裂が疑われる場合は、 3 D メガネを使巧しない 
でください。 

3 D メガネは度付きのメガネや、サングラス、および保護ゴーグルではあ 
りません。身体障害を防止するために、 3 D メガネを一般的な眼鏡等の用 
途に使巧しないでください。 
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立体視覚と 3 D について 

両目で見るとき、人間は実際には1つに合成された2つの像を見ていま 
す。ち目と左目はそれぞれ別の像を腦に伝達し、脳はこれらの2つの像 
を1つの完全な3次元像に合成します。 

これまでのほとんどの映画は、スクリーン上に1つの像しか映すことが 
できず、 3D 効まは他の方まで模すしかありませんでした。しかし、 HP 
3D アクティブシャツターメガネはそれぞれの目に違う像を見せるた 
め、 3D 視覚をより細密に模します。 

3D コンテンツの各シーンには2つの画像があり、1つはち目、もう1つ 
は左目の視点で描かれています。コンピューターのディスプレイはこれ 
らの画像を高速で交互に表示するため、人間の目は変化を認識しません。 

3D メガネの各レンズにはシャツターが付いています。画面にち目巧の 
画像が表示されるとき、 3D メガネの左レンズが閉じられるため、ち目の 
みが画像を見ることができます。左目用の画像が表示されるときはプロ 
セスが逆になり、左目のみが画像を見ることができます。こうした画像 
の交互表示は非常に高速に行われるため、目には1つの途切れのない像 
として映り、本当に 3D 環境の中にいるような感覚がもたらされます。 
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HP 3D シネマテクノロジーについて 

3 D シネマテクノロジーによって、 3 D を鮮やかに、実体験のように楽し 
めるようになります。 3 D メガネをかけて、コンピューターでブルーレイ 
3 D 映画を鑑賞したり、ステレナ 3 D ゲームで遊んだり、 3 D 写真や 3 D ビ 
デオを再生したりすると、画面から画像が飛び出してくるように見えま 
す。 3 D は、まったく新しい視覚体験をもたらします。 3 D シネマテクノ 
ロジーには、ひときわ優れた 3 D 体験に必要なすべてのコンポーネントが 
含まれています。他のソフトウェアをまったく使用しないで、映画館で 
見るような品質の 3 D 映像を楽しめます。 

この 3 D 体験を実現するために、な下の機能や装置が搭載されています。 

• 3 D ブルーレイコンテンツ専用に設計、最適化された 3 D テクノロ 
ジー 

• 3 D コンピューターディスプレイと無線で同期する 3 D アクティブ 
シャツターメガネ 

• 3 D フル HD 対応108 Op ディスプレイ 

• TriDef ™ 3 D Experience Ignition ゲーム プ レーヤー 

• CyberLink PowerDVD 


を記： コン ピューターのモデルによっては、 3 D コンテンツが 含まれて 
いるため、 3 D をすぐに楽しめます。 


このコンピューターは 2 D 形式と 3 D 形式の両方をサポートしています。 
立体 3 D が検出され、 3 D メガネが有効になるまで、コンピューターは通 
常の 2 D モードで動作します。 
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HP 3 D アクティブシャツターメガネの使用 

3 D 体験は、有効な 3 D コンテンツと 3 D メガネを用意することから始ま 
ります。 3 D メガネは電ミ也で動作し、 3 D コンピューターのホ外線 （ IR ) 
ェミッターに無線で接続されます。 


么 警告！ 3 D メガネを使用するには、事前に 3 D の安全に関する情報をお 
読みください。 

I ■券; ま記： 最適な状態で 3 D を巧生するには、 コン ピューターのディスプレ 
イから約 1.5 m 巧フィート）な内に座ってください。表示角度によっ 
て、画像を見ることのできるディスプレイからの距離は異なります。 

立体的な 3 D 画像を見るときは、顔を水平に保つようにしてください。 

ホ外線エミッター周囲には障害物を置かないで〈ださい。赤外線エミッ 
夕一の位置について詳しくは、 27ぺージの「コンピューターの概要 J 
を参照してください。 

を記： 3 D メガネを使巧する前に、レンズの両面からクリア保護フィル 
ムをはがしてください 部のモデルのみ）。 


3D メガネの各部の位置と名称 
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(1) 電池 ホルダー 

を記： 電池はあらかじめ装着されており、保護用のタブが取りかけられている場合があ 
ります。タブが取り付けられている場合は、タブを引っ張って引き巧いてから使用して〈だ 
さし、 


口） ノーズパッド（鼻当て） Cx 3) 

注記： サイズの異なる3つのノーズパッドが用意されています。1つは 3 D メガネに取 
り付けられていて、残りの2つのノーズパッドは 3 D メガネに同袖されています 


3D メガネのオン/オフの切り替え 

3 D メガネの巧いちは簡単です。 

3 D メガネのオソナフは自動で切り替わります。オン/オフの切り替 
えスイッチはありません。 

• 3 D コンテンツの再生が始まると、 3 D メガネはコンピューターから 
のホ外線信号を検出し、自動でオンになります。 

• 3 D コンテンツの再生が始まると、 3 D メガネの起動中にレンズが暗 
〈なったように感じられたり、少しちらつくように感じられたりす 
ることがあります。 

• 3 D メガネに取り付けられた電ミ也は、 3 D を約150時間再生できます。 
電ミ也を節約するために、赤外線信号が5秒間検出されないと、 3 D メ 
ガネはスタンバイ状態になります。 

3 D シネマテクノロジーの使用 

3 D コンピューターをセットアップしたら、 3 D コンテンツを適切に再生 
できるかどうか確認します。 


I ■著 f ; ま記： 3 D コンテンツを再生するときは、コンピューターを外部電源に 
接結してください。コンピューターで 3 D を巧生するには、高性能の 
GPU が必要になります。 

pf ; ま記： 立体的な 3 D 効まは、暗くした部屋の中で最もよく発揮されま 
す。最適な状態で 3 D を再生するために、 3 D コンテンツの鑑賞時には、 
画面輝度コントロールも無効になります。 


1. 3 D コンテンツにアクセスするには、な下のどちらかの操作を行いま 
す。 
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• コンピューターのデスクトップにある 3 D デモアイコンをダブ 
ルクリックし、メニューから 3 D クリップを選巧します。 

• コンピューターのスロットローディング式 オプティカルドラ 
イブにブルーレイ 3 D 映画（別売）を挿入し、画面の説明に沿つ 
て操作します。 


簡^ を記： カチッと音がして固定されるまでディスクをオプティカ 
U ルドライブに挿入します。ディスクを取り出すには、キーボ ー 
ドのち上隅にあるオプティカルドライブのイジェクトキーを 
押します。 


2. 3 D メガネをかけます。必要に応じて、付属のノーズパッドを使用 
して 3 D メガネを調整します。 

3. 3 D コンテンツの再生が始まり、ホ外線信号が検出されると、 3 D メ 
ガネは自動でオンになります。 3 D メガネが起動している間、レンズ 
が暗くなったり、ちらついたりすることがあります。 

3 D ではっきりと表示されれば、セットアップは完了です。 3 D 映画 
コンテンツをお楽しみください。 


注記： 部屋の照明と 3 D シネマテクノロジーの動作周波数の差異 
によって、ちらつきが出たり、 3 D メガネの動作に干渉が起こったり 
する可能性があります。この問題は、照明を暗くするか、または消 
すことで回避できます。 

么 警告！ 調整後も 3 D コンテンツを見ることができない場合は、 3 D 
メガネを外し、 3 D シネマテクノロジーの使巧を中止してくださし、。 
3 D のま全に関する情報を参照し、立体的な 3 D 映像を見ることに身 
体面で不安がある場合は、医師に相談してください。 
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3D の形式について 

おほいのコンピューターは、な下の 3 D 形式をサポートしています。 

• ブルーレイ 3 D 映画 

• 立体的な 3 D ゲーム 

• 3 D ビデオ巧生用の 3 D MPEG 4 MVC ファイル 

• 3 D ビデオ再生用の 3 D H .264 MVC および Fujifilm AVI デュアルス 

トリームビデナファイルおま 

• 3 D 写真表示用の 3 D Fujifilm MPO 

~~ 3 D の再生は、全画面モードのみをサポートしています。 


[CyberLink PowerDVD] の使用 

に yberLink PowerDVD ] は、 3 D ブルーレイ DVD 、3 D ビデオファイル、 
およびネイティブの 3 D 写真をサポートしています。 3 D モードが有効に 
なっている場合、ネイティブの 3 D ブルーレイ DVD を挿入するか、また 
はネイティブの 3 D ビデオ/写真ファイルを再生すると、自動的に 3 D で再 
生します。 

再生中に、 3 D 構成設定を手動で調整して、立体 3 D を見やすく再生する 
こともできます 。 [CyberLink PowerDVD ] の使用方まについて詳しくは、 
ソフトウエアのヘルプを参照してください。 

▲ [CyberLink PowerDVD ] を起動するには、[スタート]一[すべてのプ 
ログラム]一に yberLink PowerDVD] の順に選択し、に yberLink 
PowerDVD] をクリックします。 

3D ゲームで遊ぶ 

[TriDef 3 D Experience Ignition ゲームプレーヤー]を使巧すると、お使 
いのコンピューターでステレオ 3 D ゲームを楽しめます。 

▲ このゲームプレーヤーにアクセスするには、[スタート]一 [TriDef 
3D] 一 [TriDef 3D Ignition] の順に選択します。 


第2章 
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3D テレビでの 3D コンテンツの表示 

HDMI 1.4 コネクタを巧巧すると、外付けの 3 D HDTV または 3 D プロ 
ジェクター(別売）でブルーレイ 3 D 映画を再生できます。 3 D テレビで 
コンテンツを視聴するには、コンピューターをプロジェクターのみの 
モードに設定し、高ま HDMI ケーブルでテレビに接続する必要がありま 
す。また、コンピューターに付属の 3 D メガネではなく、テレビに付属の 
3 D メガネを使用する必要があります。 


I ■等 f 注記： チェッカーボード、水平インターリーブ、および HDMI 1.4 タイム 
シーケンシャル方式の 3 D テレビのみがサポートされています。 

ま記： 写真およびビデオの 3 D 再生は、このコンピューターのディスプ 
レイのみでサポートされています。 
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3D メガネの取り扱い 

ノーズパッドの使用 

3 D メガネには、サイズの異なる3つのノーズパッドが用意されていま 
す。1つは工場出荷時に 3 D メガネに取り付けられていて、残りの2つの 
ノーズパッドは 3 D メガネに同巧されています。 3 D メガネをかけてみ 
てフィットしない場合は、ノーズパッドを変えて一番フィットするもの 
を見つけてください。必要に応じて、ノーズパッドを装着しないで 3 D 
メガネをかけることもできます。 

~この 3 D メガネは、多くの度付きメガネの上からかけられるよう 

になっています。 

▲ ノーズパッドを取り付けるには、ノーズパッドを 3 D メガネに装着 
します。ノ ーズパッドを取り外すには、ノーズパッドを 3 D メガネ 
から引き離します。 
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電化の交換 

3 D メガネの電ミ也は、出荷時に電ミ也ホルダーにあらかじめ装着されてい 
て、 3 D を約150時間再生できます。電ミ也は1年に1回交換することをお 
すすめします。 3 D メガネは最長で1年間スタンバイモードにできま 
す。この 3 D メガネは簡易な CR 2032 リチウム電ミ也を使巧しています。 

この電ミ也は交換しやすく、電ミ也を販売しているをくの店舗で取りおわれ 
ています。 


公^ 警告！ 電ミ也を交換する場合は、 CR 2032 型電ミ也のみを使巧してくださ 
し、化の電ミ也を使用すると、义災ゃ爆発が発生するおそれがあります。 

巧巧巧みの電ミ也は、お住まいの地域の規則に従って、正しく処分してく 
ださい。子どもが電ミ也に触れないよつにしてください。 


電ミ也を交換するには、な下の操作を行います。 

1. 電ミ也ホルダーカバーを下方向にスライドさせてから（1)、巧巧巧み 
の電ミ也を取り外します（2)。 
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2. プラス （+ ) 側を電ミ也ホルダーカバーのちに向けて新しい電ミ也を慎 
重に挿入し（1)、電ミ也ホルダーカバーを元の場所に取り付けます 
口）。 


么 注意： 3 D メガネの損傷を防ぐため、電ミ也を装着するときは慎重に 

巧"つてくたとし、。 



3 D メガネの清掃 

巧れやごみを除去するには、必要に応じて、柔らかく湿り気のある、毛 
羽立たない布で 3 D メガネを清掃してください。布を軽く湿らせるには、 
アルコール 分が 10% 未満の刺激の少ない洗ミ争剤を使巧できます。 

~~ 3 D メガネの損傷を防ぐため、な下の点にミ主意してください。 ~ 

紙素材のタオルを使用しないでください。レンズに傷が付く可能性があ 
ります。 

レンズに洗浄液または洗浄剤を直接吹きかけないでください。 

アンモニアベースの清掃巧製品は使用しないでください。 
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3D メガネの取り扱い 

3 D メガネは耐久性がありますが、物理的な圧力に弱いため、慎重に取り 
おってください。レンズに指紋が付くことを防ぐため、 3 D メガネを取り 
扱うときはフレームを持ってください。 3 D メガネを使用しないときに 
は、保管用ポーチに入れておいて〈ださい。 


么を 意： レンズにひびが入ることを防ぐため、 3 D メガネはみしてわじつ 
ナこり 、回ま五させたりしなし、で 、たと し、。 


トラブルシューテイングおよびよ〈寄せられる質問 


3D コンテンツを見ることができません 


3 D モー ドになっているときに 3 D コンテン ツを見ることができない場合 

は、 3 D メガネを使巧しないことをおすすめします。詳しくは、な下の情 

報および 11ぺージの「30のを全に関す ミ を参照して〈ださい。 

立体的な 3 D 映像を見ることに身体面で不まがある場合は、医師に相談し 

てください。 

• 3 D コンテンツを 2 D モードで鑑賞しようとしていませんか。 

• 3 D メガネのレンズの両面に貼られているクリア保護フィルムをは 
がし忘れていませんか（一部のモデルのみ）。 

• 3 D メガネの電ミ也を交換する必要はありませんか。詳しくは、 

21 ページの「電ミ也の交換 I を参照してください。 

• コン ピューターのディスプレイのホ外線エミッターがふさがれてい 
ませんか。転送が最適に行われるようにするため、赤外線エミッ 
夕一の周囲には障害物を置かないでください。ホ外線エミッターの 
位置について詳しくは、 27 ぺージの 「コン ピューターの概要 I を 
参照してください。 

• コンピューターのディスプレイからの距離が遠すぎませんか。 3 D 
コンテンツを再生するときは、ディスプレイから約 1.5 m (5 フイー 
卜） な内に座ってください。 


を記： 表示角度によって、画像を見ることのできるディスプレイか 
らの距離は異なります。 
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コン ピューターではどの 3 D 形式がサポートされていますか 

お使いのコンピューターではな下の 3 D おまがサポートされています。 

• ブルーレイ 3 D 映画 

• 立体的な 3 D ゲーム 

• 3 D ビデオ再生用の 3 D MPEG 4 MVC ファイル 

• 3 D ビデオち生用の 3 D H .264 MVC および Fujifilm AVI デュアルス 

トリームビデナファイルおま 

• 3 D 写真表示用の 3 D Fujifilm MPO 

コンピューターは立体的な 3 D ゲームをサポートしていますか 

はい 。 [TriDef 3 D Experience Ignition ゲームプレーヤー]を使巧する 
と、お使いの コン ピューターでステレオ 3 D ゲームを楽しめます。 

▲ このゲームプレーヤーにアクセスするには、[スタート]一 [TriDef 
3D] 一 [TriDef 3D Ignition] の順に選択します。 

この コン ピューターの 3 D メガネを映画館で上映される 3 D 映画に使用 
できますか 

この 3 D メガネは 、 HP ENVY " 3 D コンピューターおよび内蔵ホ外線エ 
ミッターで機能するように最適化されています。この 3 D メガネでは、他 
の 3 D 環境での最適な動作は保証されていません。 

度付きメガネの上に 3 D メガネをかけられますか 

はい。この 3 D メガネは、多くの度付きメガネの上からかけられるように 
なっています。普段コンピューターの画面を見るときにメガネをかけて 
いる場合は、外さずに、その上から 3 D メガネをかけてください。フィッ 
卜しない場合は、他の交換用ノーズパッド（鼻当て）を使巧して、一番 
フィットするものを見つけてください。詳しくは、 15 ぺージの 「HP 3 D 
アクティブシャッターメガネの使用 I を参照してください。 

3 D メガネを清掃するにはどうしたらよいですか 

軽く湿らせた、柔らかく、毛羽立たない布で 3 D メガネを拭いてくださ 
し、。詳しくは、 20 ぺージの 「3 D メガネの取り巧い I をを照して〈ださ 
い。 
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3 D コンテンツを見るには、コンピューターからどのくらいの距離に座れ 
ばよいですか 

内蔵ホ外線エミッターの有効距離は、コンピューターのディスプレイか 
ら約 1.5 m 巧フィート）です。表示角度によって、画像を見ることので 
きるディスプレイからの距離は異なります。 

3 D コンテンツの鑑賞時にちらつきます 

3 D メガネのちらつきは、な下のどちらかが原因で発生することがありま 
す。 

• 部屋の照明と 3 D シネマテクノロジーの動作周波数の差異に よっ 
て、ちらつきが出たり、 3 D メガネの動作に干渉が起こったりする巧 
能性があります。この問題は、照明を暗くするか、または消すこと 
で回避できます。 

• 3 D メガネの電ミ也が切れかかっています。電ミ也を交換してみてくだ 
さし、。 

窓のそばの明るい曰の光の中で 3 D メガネを使用できますか 

立体的な 3 D 効まは、暗くした部屋の中で最もよく発揮されます。 
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3 D メガネにはどの種類の電化が必要ですか 

この 3 D メガネは簡易な CR 2032リチウム電ミ也を使巧しています。この 
電ミ也は交換しやすく、電ミ也を販売しているをくの店舗で取り扱われてい 
ます。詳しくは、 21 ぺージの「雷ミ也の交梅 I をを目号して〈ださい。 

コンピューターを使用して、外付けの 3 D テレビで 3 D コンテンツを視聴 
できますか 

はい。高速 HDMI 1.4 ケーブルを使用してコンピューターと外付けの 3 D 
テレビ（別売）を接続すれば、 3 D テレビで 3 D コンテンツを視聴できま 
す。 


段 f ; ま記： チェッカーボード、水平インターリーブ、および HDMI 1.4 タイム 
シーケンシャル方まの 3 D テレビのみがサポートされています。 

Pf を記： 外付けの 3 D テレビで 3 D コンテンツを視聴するには、コンピュー 
夕一に付属の 3 D メガネではなく、テレビに付属の 3 D メガネを使用する 
必要があります。 
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3 コンピューターの概要 

この章では、な下の項目に ついて 説明します。 

• 表面の各部 

• 前面の各部 

• ち側面の各部 

• 左側面の各部 

• ディスプレイの各部 

• 裏面の各部 

表面の各部 

タツチパッド 



〇 〇 
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名称 


説明 

。） ■( 

t タッチパッドランプ 

タッチパッドをオンまたはオフにします。タッチ 
パッドをオンまたはオフにするには、タッチパッ 
ドランブをすばやくダブルタッブします 

(2) 

左のタッチパッドボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に磯能します 

(3) 

右のタッチパッドボタン 

外付けマウスのちボタンと同様に機能します 

(4) 

タッチパッドゾーン 

ポインターを移動して、画面上の項目を選巧した 
り、アクティブにしたりします 


ランプ 


〇〇 



名称 


説明 


(1) < 

> タッチパッドランプ 

• オレンジ色：タッチパッドがオフになってい 

ます 



• 消灯: 

タッチパッドがオンになつています 

(2) 

Caps Lock フン プ 

• 白色: 

Caps Lock がオンじなつています 



• 消灯: 

Caps Lock がオフになつています 
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名称 



説明 


(3) 

の 

電源ランプ 

• 

白色に点灯：コンピューターの電源がオンに 
なっています 




• 

白色で点滅：コンピューターがスリーブ状態 
になっています 




• 

消な：コンピューターの電源がオフになって 
いる力、、ハイバネーシヨン状態になっていま 
ず 

(4) 

が 

ミュート（消音）ランプ 

• 

オレンジ色：コンピューターのサウンドが才 
フになっています 




• 

消な：コンピューターのサウンドがオンに 
なっています 

巧） 

(が 

無線ランプ 

• 

白色：無線ローカルエリアネットワーク 
(無線 LAN) デバイスなどの内蔵無線デバイ 
スの電源がオンになっています 





を 記： 無線デバイスは、出荷時に有効に 
設定されています 




■ 

オレンジ色：すべての無線デバイスがオフに 
なっています 
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名称 

説明 

電源ボタン 

• コンピューターの電源が切れているときにボタンを押すと、電 
源が入ります 

• コンピューターの電源が入っているときにボタンを短く押す 
と、スリープが開始されます 


• コンピューターがスリープ状態のときにボタンを短く巧すと、 

スリープが終了します 


• コンピューターが/、イバネーションが態のときにボタンを短く 

巧すと、ハイバネーションが終了します 


コンピューターが応答せず、 Windows のシャットダウン手順を実行 
できないときは、電源ボタンを5砂程度巧したままにすると、コン 
ピューターの電源が切れます 


電源設定について詳しくは、[スタート]一[コントロールパネル]一 
[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に選巧するか、ま 
たは 『HP ノートプックコンピューターリファレンスガイド』を 
参照します 
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(1) 


esc キー 

わ キーと組み合わせて巧すことによって、システム情 
報を表示します 

(2) 


fn キー 

b キーまたは esc キーと組み合わせて押すことによっ 
て、頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

(3) 

聲 

Windows ロゴキー 

Windows の[スタート]メニューを表示します 

(4) 


操作キー 

頻繁に使用するシステムの磯能を実行します 

巧） 

己 

Windows アブリケーシヨン 
キー 

ポインターを置いた項目のシヨートカットメニュー 
を表示します 

(6) 


内蔵テンキー 

外かけテンキーと同じようじ使用できます。上の図は 
英語版のキー配列です。日本語版のキー配列とは若干 
異なりますが、内蔵テンキーの位置は同じです 

(7) 


オプティカルドライブのイ 
ジェクトキー 

オブティカルドライブからオプティカルディスクを 
取り出します 
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前面の各部 



名称 


説明 


C 1) 

f >，電源ランプ 

• 

白色に点な：コンピューターの電源がオンになっています 


• 

白色で点滅：コンピューターがスリープ状態になっていま 
す 



• 

消な：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイ 
バネーシヨンが態になっています 

(2) 

^ハードドライブラン 

■ 

白色で点減：/、ー ドドライブにアクセスしています 



■ 

オレンジ色： HP プロテクトスマートテクノロジーによっ 
てハードドライブが一時停止しています 




注言己： HP ブロテクトスマートテクノロジー (HP 
ProtectSmart Hard Drive Protection) について詳しくは、 
『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイ 
ド』を参照してください 

(3) 

スピーカーい2) 

サウンドを出力します 
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ち側面のを部 



名称 




説日' 

月 

(1) 

一 

S USB コネクタ 

(X2) 

別売の USB デバイスを接統します 

(2) 

メディア 

スロット 

la 下のフォーマットのメディアカードに対応していま 
す 





• 

メモリースティック 





• 

メモリースティック PRO 





• 

マルチメディアカード 





■ 

SD (Secure Digital) メモリーカード 





• 

Secure Digital High Capacity メモリーカード 





• 

xD ピクチャーカード 

(3) 

オブティカル 

ドライブ 

オプティカルディスクの読み取りおよび書き込みを行 
います 





ま意： 8 cm のオプティカルディスクはオプティカ 
ルドライブに挿入できません。挿入するとコンピュー 
夕一が損傷する可能性があります 

(4) 

バッテリ 

ランプ 

• 

白色：コンピューターは外部電源に接続され、バッ 
テリの充電は完了しています 





• 

オレンジ色に点灯：バッテリが充電中です 





• 

オレンジ色で点減：バッテリがロー バッテリ状態 
と完全なロー バッテリ状態のどちらかになって 
いるか、またはバッテリエラーが発生しています 





• 

消灯：お使いのコンピューターはバッテリ電源で 
動作しています 
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名称 


説明 


(5) 


与 


電源コネクタ 


AC アダプターを接続します 


( 6 ) 


扫 


セキュリティ 
ル用スロット 


ロックケーブ 


別売のセキュリティ 
夕一に接続します 


ロックケーブルを コン ピュー 


を言己： セキュリティロックケーブルに抑止効まは 
ありますが、コンピューターの盜難や誤った取り巧いを 
完全に防ぐものではありません 
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左側面の各部 



■ザーー- 

な ooe 〇〇 e 〇 


名称 



説明 

(1) 


通気孔 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように 
空気を通します 




注記： 内部コンポーネントを;令却して過熱を防ぐ 
ため、コンピューターのファンは自動的に作動しま 
す。通常の操作を行っているときに内部ファンが回 
転したり停止したりしますが、これは正常な動作で 
す 

(2) 

〇| 

外付けモニターコネクタ 

外かけ VGA モニターまたはプロジェクターを接綺 
します 

(3) 

か 

RJ-45 (ネットワーク）コネク 
夕 

ネットワークケーブルを接備します 

(4) 

瓜 

Mini DisplayPort 

高性能なモニターやブロジェクターなどの別売のデ 
ジタルディスブレイデバイスを接統します 

巧） 

HOMI 

HDMI コネクタ 

HD 対応テレビなどの別売のビデオデバイスやオー 
ディオデバイス、お応するデジタルコンポーネント 
やオーディオコンポーネント、または高速 HDMI 1.4 
デバイスを接続します 

(6) 

か W 

eSATA/USB コネクタ 

eSATA 外付けぃードドライブなどの高性能な 
eSATA コンポーキント、または別売の USB 2.0 デバ 
イスを接統します 

(7) 


USB 3.0 コネクタ 

別売の USB 3.0 デバイスを接続し、拡張された USB 
電源のパフオーマンスを提供します 




注記： また、 USB 3.0 コネクタは USB1.0 およ 
び 2.0 のデバイスにもが応していまず 
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名称 

説明 

(8) /A 、 オーディオ出力（ヘッドフォ 

A i ン）コネクタ/才ーディオ入力 
1心（マィク）コネクタ 

別売の電源巧きステレオスピーカー、ヘッドフォ 
ン、イヤフォン、へッドセット、またはテレビオー 
ディオに接続したときに、サウンドを出力します。 
別売のヘッドセットマイクもここに接続します 

警告！ 突が大きな音が出て耳を傷めることがな 
いように、音量の調節を行ってからヘッドフォン、 
イヤフナン、またはヘッドセットを使用してくださ 
し、。安全に関する情報について詳し〈は、『規定、安 
全、および環境に関するごを意 J を参照してくださ 
い 

を言己： コネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピューター本体のスピーカーは無効になります 

(9) オーディオ出力（へッドフホ 

£ 1 ン；コネ、クタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、へッドフォ 
ン、イヤフォン、へッドセット、またはテレビオー 
ディオを接精したときに、サウンドを出力します 

警告！ 突が大きな音が出て耳を傷めることがな 
いように、音量の調節を巧ってからヘッドフォン、 
イヤフホン、またはヘッドセットを使用してくださ 
し、。安全に関する情報について詳し〈は、『規定、安 
全、および環境に関するごを意 J を参照してくださ 
い 

を記： コネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピューター本体のスピーカーは無効になります 
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ディスプレイの各部 



名称 


説明 

(1) 

無線 LAN アンテナい2) * 

無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN) で通信する 
無線信号を送受信します 

(2) 

赤外線ェミッターい2) * 

3D メガネをコンピューターのディスプレイと無線で同期させ 
ます 

(3) 

内蔵マイク （x2) 

サウンドを録音します 

(4) 

Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用しています 

巧） 

Web カメラ 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 

Web カメラにアクセスするには、[スタート]一[すべてのプロ 
グラム]一に yberLink YouCam] の順に選巧します 
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名称 


説明 


(6) 内蔵ディスプレイスイッチ コンピューターの電源が入っている状態でディスプレイを閑 

じると、ディスプレイの電源が切れてスリーブが開始します 

を記： 内蔵ディスプレイスイッチはコンピューターの外 
側からは見えません 


* アンテナおよびホ外線エミッターはコンピューターの外側からは見えません。転送が最適に行われ 
るようにするため、アンテナおよびホ外線エミッターの周囲には障害物を置かないでください。お住 
まいの国または地域の無線に関する規定情報については、『規定、安全、および環境に関するごを意』 
を参照して〈ださい。これらの規定情報には、 [ヘル ブとサポート]からアクセスできます。 
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裏面の各部 


& 

み 

な 


名称 


説明 

(1) 

サブウーファー 

優れた低音を再生します 

(2) 

バッテリベイ 

バッテリが装着されています 

を 記： バッテリは、出荷時にバッテリベイにあらか 
じめ装着されています 

(3) 

通気孔 （ X 7) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気 
を通します 

を言己： 内部コンポーネントを;令却して過熱を防ぐた 
め、コンピューターのファンは自動的に作動します。通 
常の操作を行っているときに内部ファンが回転したり停 
止したりしますが、これは正常な動作です 

W S 

ハードドライブベイ 

ハードドライブが装着されています 



裏面の各部 39 
















































名称 


説明 

巧）の 

メモリモジュールコン 
パートメント 

メモリモジュールが装着されています 

(6) 己 

バッテリリリースラッチ 

バッテリベイから/くッテリを取り外します 
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4 ネットワーク 

• インターネット サ — t スフロ/、イダー (ISP) の巧巧 

• 無錶ネットワークへのを鐘 


を記： インターネット巧ハードウェアおよびソフトウェア機能は、コン 
ピューターのモデルおよびお使いの場所によって異なる可能性がありま 
io 

お使いのコンピューターは、な下のどちらか1つまたは両方のインター 
ネット アクセスに対応できます。 

• 無線：モバイルインターネット接続には、無線接続を使用できま 
す。詳しくは、 43 ぺージの「既巧の無線 LAN への接続I または 
43 ぺージの「新しい無線 LAN ネットワークのセットアップI を参 

照してください。 

• 有線：有線ネットワークに接続することで、インターネットにアク 
セスできます。有線ネットワークへの接続について詳しくは、 『HP 
ノ ートブックコンピューターリファレンスガイド』を参照してく 
ださい。 
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インターネットサービスプロバイダー(旧 P ) の使用 

インターネットに接続する前に JSP アカウントを設定する必要がありま 
す。インターネットサービスの申し込みおよびモデムの購入について 
は、利用する旧 P に問い合わせてください。ほとんどのに P 力 《 、モデム 
のセットアップ、無線コンピューターをモデムに接続するためのネット 
ワークケーブルの取りかけ、インターネットサービスのテストなどの 
作業へのサポートを提供しています。 


f 妾 f を記： インターネツトにアクセスするためのユーザー ID およびパス 
ワードは、利巧する旧 P から提供されます。この情報は、記録してを全 
な場所に保管しておいてください。 


な下の機能で、新しいインターネットのアカウントを作成したり、コン 
ピューターで既存のアカウントを使用するよう設をしたりできます。 

• Internet Services & Offers (—部の地域で利用可能）：このューティ 
リティでは、新しいインターネットアカウントのサインアップを実 
行したり、既存のアカウントを使用できるように コン ピューターを 
設をしたりできます。このューティリティにアクセスするには、[ス 
夕ート]一[すべてのプログラム]一[オンラインサービス]一に et 
Online] (インターネットに接続）の順に選択します。 

• 旧 P 提供のアイコン（一部の地域で利用可能）：これらのアイコンは、 
Windows デスクトップに個別に表示されているか、または「オンラ 
インサービス」という名前のデスクトップ上のフォルダーに格納さ 
れています。新しいインターネットアカウントをセットアップし 
たりコンピューターで既巧のアカウントを使用するよう設定したり 
するには、アイコンをダブルクリックして、画面の説明に沿って操 
作します。 

• Windows のインターネットへの接続ウィザード：な下の場合、 
Windows のインターネットへの接続ウィザードを使用してインター 
ネ ッ 卜じ接続できます。 

。 すでに旧 P のアカウントを持っている場合 

。 インターネットアカウントを持っていないためウィザード内 

の一覧からに P を選択する場合（旧 P の一覧は地域によっては 
表示されない場合があります） 

。一覧にない旧 P を選択し、その旧 P から特定の IP アドレス、 
POP3、 SMTP 設定などの情報が提供された場合 

Windows のインターネットへの接続ウィザードおよびこのウィザー 
ドの使用手順を表示するには、[スタート]一[コントロールパネル] 
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一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共有セン 
夕一 ] の順に選択します。 

を記： ウィザード内で Windows ファイアウォールの有効/無効を選 
択する画面が表示された場合は、ファイアウォールを有効にします。 

無線ネットワークへの接続 

無線技術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送し 
ます。お買い上げいただいたコンピューターには、な下の無線デバイス 
が1つな上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス 

• HP モバイルブロードバンドモジュール、無線ワイドエリアネッ 

トワーク（無線 WAN ) デバイス 

• Bluetooth ⑥デバイス 

無線技術および無線ネットワークへの接続について詳しくは 、 『HP ノー 
トブック コンピューターリファレンスガイド' J 1 および[ヘルプとサポー 
卜]の情報および Web サイトへのリンクを参照してください。 

既存の無線 LAN への接続 

1. コン ピューターの電源を入れます。 

2. 無線 LAN デバイスがナンになっていることを確認します。 

3. タスク/く一のち端の通知領域にあるネットワークアイコンをク 
リックします。 

4. 接続先となるネットワークを選択します。 

5. [接続]をクリックします。 

6. 必要に応じて、セキュリティキーを入力します。 

新しい無線 LAN ネットワークのセットアップ 

な下の機器が必要です。 

• ブロードバンドモデム （ DSL またはケーブル） （1) およびインター 
ネットサービスプロバイダー(旧 P ) が提供する高速インターネッ 
トサービス 

• 無線ルーター（別売） （2) 

• おほいの新しい無線 コン ピューターロ） 
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I •評を 記： モデムは内蔵ルーターに含まれている場合があります。旧 P に問 
い合わせてモデムの種類を確認して〈ださい。 


下の図は、インターネットに接続している無線 LAN ネットワークのイン 
ストール例を示しています。お使いのネットワークを拡張する場合、イ 
ンターネットのアクセス用に新しい無線または有線のコンピューターを 
ネットワークに追加できます。 



無線 ルーターの 設定 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元またはイ 
ンターネットサービスプロバイダー ( ISP ) から提供されている情報を 
参照してください。 

Windows オペレーティングシステムでは、新しい無線ネットワークの 
セットアップに役立つツールも巧意されています。 Windows のツールを 
使用してネットワークを設定するには、に夕ート]一[コント ロール パ 
ネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共有セン 
夕 一] 一惭しい接続またはネットワークのセットアッスー[新しいネッ 
トワークのセットアップ]の順に選択します。次に、画面の説明に沿って 
操作します。 


陵 f ; ま記： 最ネ刀にルーターに付属しているネットワークケーブルを使用し 
て、新しい無線コンピューターをルーターにお続することをおすすめし 
ます。コンピューターが正常にインターネットに接続できたら、ケーブ 
ルを外し、無線ネットワークを介してインターネットにアクセスできま 
す。 


お線 LAN の 保護 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場 
合は、常にセキュリティ機能を有効にして、不正アクセスからネットワー 
クを保護して ください。 

無線 LAN の保護について詳しくは 、 『HP ノートブックコンピューター 
リファ レンス ガイド』を参照してください。 
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5 キーボードおよびポインティングデバイ 
ス 

この章では、な下の項目について説明します。 

• キーボードの使用 

• ポインティングデバイスの巧巧 

キーボードの使用 
操作 キーの 使用 

操作キーとは、カスタマイズされた動作を行うために使用するキーのこ 
とで、それらの動作はキーボード上部にある特をのキーに割り当てられ 
ています。 

fi 〜 no の各キーのアイコンは、操作キーの機能を表します。操作キーを 
使用するには、そのキーを押したままにして、キーに割り当てられてい 
る機能をち効にします。 


I ■聲を 記： 操作キーの機能は、出荷時に有効に設定されています。この機能 
は、セットアップ ユーテイ リティ （ BIOS ) で無効にできます。また 、 fn 
とファンクションキーのどれかを一緒に押すと、標準設定に戻り、キー 
に割り当てられている機能が有効になります。詳しくは 、 『HP ノート 
ブックコンピューターリファレンスガイド』の「セットアップユー 
ティリティ旧 IOS ) およびシステム診断」の章を参照してください。 

么を 意： セットアップューティリティで設を変更を行う場合は、細むの 
を意を化ってくださし、設定を誤ると、コンピューターが正しく動作し 
なくなる可能性があります。 



キーボードの使用 45 








アイ キー 

コ ン 

説明 

? " 

[ヘルブとサポート]を表示します。[ヘルプとサポート]では、 Windows オペレーティ 
ングシステムとコンピューター、質問への回答とチュートリアル、およびコン 
ピューターのアッブデートに関する情報が提供されます 

また、自動的なトラブル解決の方法およびサポートサイトへのリンクも提供されま 
す 

み。 

このキーを巧し続けると、画面輝度が下がります 

米。 

このキーを押し続けると、画面輝度が上がります 

01 f 4 

システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えます。たと 
えば、コンピューターに外付けモニターを接続している場合、このキーを使用する 
と、コンピューター本体のディスブレイ、外付けモニターのディスプレイ、コン 
ピューター本体と外巧けモニターの両方のディスブレイのどれかに表示画面が切り 
替わります 

ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビデオち式を使用してコンピューターカ、 

らビデオ情報を受け取ります。 表示画面切り替え キーで、コンピューターからビデ 
才情報を受信している他のデバイスとの間でも表示画面を切り替えることができま 
す 

また、このコンピューターでは複数の表示出力をサポートしています。 表示画面切 
り替え キーを巧すと、 la 下の4つの異なるビデオ出力からモードを選巧できます 

• コンピューターのみのモード 

• 複製モード 

• 拡張モード' 

• プロジェクターのみのモード 

ん • f5 

キーボードのバックライトをオンまたはオフじします 

を 記： 出荷時設定では、キーボードのバックライトはオンになっています。バッ 
テリ電源の使用可能時間を延ばすには、キーボードのバックライトをオフにします 

幽 巧 

Web ブラウザーを開きます 

を 記： インターネットまたはネットワークサービスを設定するまで、このキー 
を押すとインターネット接続ウィザードが開きます 

卜 

このキーを巧し続けると、スピーカーの音量が一定の割合で徐々に下がります 

卜 f 8 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一定の割合で徐々に上がります 
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アイ 

コン 

キー 

説明 

が 

巧 

スピーカーの音を消したり元に戻したりします 

(が 

f 10 

無線磯能をオンまたはオフにします 


を記： このキーでは無線接続は確立されません。無線接備を確立するには、無 
線ネッ ト ワークがセッ ト アップされている必要があります 
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ホットキーの使用 

ホットキーは、 fn キー （1) と、 esc キー （2) または b キー （3) の組み 
合わせです。 

ホットキーを使用するには、な下の操作を行います。 

▲ ゎ キーを短く巧し、次にホットキーの組み合わせの2番目のキーを 
短く押します。 



〇 


o 

機能 

ホット 

キー 

説明 

システム情報を表示する 

fn + 

esc 

システムの/、ードウエアコンポーネントやシステム BIOS 
のバージョン番号に関する情報が表不されます 

お音設定を調整する 

fn + b 

[HP Beats Audio] の低音設定を調整します 



[HP Beats Audio] とは、クリアなサウンドを維持しながら制 
御されたお音を提供する拡張オーディオプロファイルで 
す。 [HP Beats Audio] は、初期設定で有効に設定されていま 
す。 



■(岳音設定の表示と調整は Windows オペレーティングシス 
テムでも巧うことができます。低音のブロパティを表示し 
て 調整するには、に夕一り^ [コントロール バネル]一 [ハ 
— ドウエアとサウンド ]— >[Beats Audio Control Panel ] 

(HP Beats Audio コントロールパネル）の順に選巧しま 
ず。 
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テンキーの使用 
内蔵 テンキーの 使用 





名称 

説明 

巧蔵テンキー 

外付けテンキーと同じように使用できます。上の図は英 
語版のキー配列です。日本語版のキー配列とは若干異な 
りますが、内蔵テンキーの位置は同じです 

ま目己： このコンピューターには num Ik キーがありま 
せん 
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ポインティングデバイスの使用 


簡^を 記： お使いのコンピューターにか属しているポインティングデバイ 
ス Jil 外に、外イ寸け USB マウス（別売）をコンピューターの USB コネク 
夕のどれかに接続して巧用できます。 


ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインターオプションのような、ポイン 
ティングデバイスの設定をカスタマイズするには、 Windows の[マウス 
の プロパティ] を使巧します。 

[マウスの プロパティ] にアクセスするには、[スタート]一[デバイスとプ 
リンター ] の順に選がします。次に、お使いのコンピューターを表すデバ 
イスを右クリックして、[マウス設定]を選がします。 
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タッチパッドの使用 

ポインターを移動するには、タッチパッド上でポインターを移動したい 
ち向に1本の指をスライドさせます。左のタッチパッドボタンとちの 
タッチパッドボタンは、外付けマウスの左ちのボタンと同様に使巧しま 
す。 

タッチパッドのオフ/オンの切り替え 

タッチパッドゾーンのオフとオンを切り替えるには、タッチパッドラ 
ンプをすばやくダブルタップします。 


I ■寶を 記： タッチパッドがオンになっているときは、タッチパッドランプ 
は消灯しています。 
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移動 

ポインターを移動するには、タッチパッド上でポインターを移動したい 
方向に1本の指をスライドさせます。 



選が 

左のタッチパッドボタンとちのタッチパッドボタンは、外付けマウス 
の左ちのボタンと同様に使用します。 
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タッチパッドジェスチヤの使用 

タッチパッドでは、さまざまな種類のジェスチヤがサポートされていま 
す。タッチパッドジェスチヤを巧巧するには、2本の指を同時にタッチ 
パッド上に置きます。 

~コン ピューターのプログラムによっては、 一 部のタッチパッド 

ジェスチヤに対応していない場合があります。 

ジェスチヤのデモンストレーシヨンを確認するには、な下の操作を行い 
ます。 

1. タスクバーのち端の通知領域にある[隠れているインジケーターを 
表示します]アイコンをクリックします。 

2. [Synaptics Pointing Device] (シナプティクスポインティングデ 
バイス）アイコンをもクリックし、 [TouchPad Properties] 
(タッチパッドのプロパティ）をクリックします。 

3. ジェスチヤをクリックし、デモンストレーシヨンを開始します。 

ジェスチヤをオンまたはオフにするには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある[隠れているインジケーターを 
表示します]アイコンをクリックします。 

2- [Synaptics Pointing Device ] B ( J アイコンを右クリックし、 
[TouchPad Properties] をクリックします。 

3. オンまたはオフにするジェスチヤの横にあるチェックボックスに 
チェックを入れます。 

4. [Apply] (適用）一 [OK] の順にクリックします。 
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スク ロール 

スクロールは、ぺージや画像を上下左ちに移動するときに便利です。ス 
クロールするには、2本の指を少し離してタッチパッド上に置き、タッチ 
パッド上で上下左ちのち向にドラッグします。 

を記:~ スクロールの速度は、指を動かす速度で調整します。 

ま記： 2本指スクロールは、出荷時に有効に設定されています。 



ピンチ/ズーム 

ピンチを使用すると、画像やテキストをズームインまたはズームアウト 
できます。 

• タッチパッド上で2本の指を一緒の状態にして置き、その2本の指 
の間隔を拡げるとズームインできます。 

• タッチパッド上で2本の指を互いに離した状態にして置き、その2 
本の指の間隔を狭めるとズームアウトできます。 

fif aiB :~~ ピンチ/ズームジ I スチャは、出荷時の設定で有効に設定されて 

U います。_ 
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回転 


回転ジェスチャを使巧すると、写真などの項目を回転できます。回転さ 
せ吝には、左手の A 差し指をタッチパッドソーンに固定します。固定し 
た指を中むとして、ち手の人差し指を12時から3時の位置へと驰を描き 
ながら動かします。逆方向へと回転させるには、右手の人差し指を3時 
から12時の方向に動かします。 


を記： 回転ジェスチヤは、出荷時の設定で無効に設定されています。 
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フリック 


フリックジ王スチヤを巧巧すると、画面を切り替えたりドキュメントを 
すばやくスクロールしたりできます。フリックを行うには、3本の指を 
タッチパッドゾーンに置いて、上、下、左、またはち方向に化うように 
速く動かします。 


を記： 3本指フリックは、出荷時に無効に設をされています。 
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6 メンテナンス 

この章では、な下の項目について説明します。 

• バッテリの着脱 

• ハードドライブの交梅またはアップグレード 

• メモリモジュールの追加または交梅 

• コンピューターの清扁 

• プログラムおよびドライバーのをが 

バッテリの着脱 


f 等 f ; ま記： バッテリは、出荷時にバッテリベイにあらかじめ装着されてい 
ます。 

I ■等 f ; ま記： バッテリの使用方まについて詳しくは 、 『HP ノートブックコン 
ピューターリファレンスガイド』を参照してください。 


バッテリの取り外し 


么 注意： コンピユーターの電源としてバツテリのみを使巧しているときに 
そのバツテリを取り外すと、情報が失われる可能性があります。バツテ 
リを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、あらかじめハイバネーシヨ 
ンを開始するか Windows の通常の手順でシャツトダウンしておいてく 
ださい。 


1. バッテリリリースラッチをスライドさせて （1) バッテリの固定を 
解除します。 
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2. バッテリを回転させるようにして引き上げて口）、コンピューター 
から取り外します（3)。 
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バッテリの装着 

▲ バッテリのタブを/くッテリベイの外側の縁のくぼみに合わせてか 
ら（1)、バッテリを回転させるようにしてバッテリベイに挿入し 
(2)、しっかりと収まるまで押し込みます。 

バッテリリリースラッチ （3) でバッテリが自動的に固定されま 
す。 
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ハー ドドライブの交換または アツ プ グレー ド 


A am ： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にを意し 
てください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピユー 
夕一を シャッ トダウンしてください。コンピユーターの電源が入ってい 
るときや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のときには、ハードド 
ライブを取り外さないでください。 

コンピユーターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわか 
らない場合は、まず電源ボタンを巧してコンピユーターの電源を入れま 
す。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンし 
ます。 

f 妾 f を記： コンピユーターのモデルによっては、最大で2つのドライブをサ 
ポートしています。コンピユーターに取り付けられているドライブを表 
示するには、[スタート]一[コンピユータ ー] の順に選択します。 

ハードドライブの取り外し 

1. 作業中のデータを保巧して コン ピユーターをシャットダウンしま 
す。 

2. コン ピユーターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外 
します。 

3. 電源コンセントから電源コードを抜いて外部電源から切り離した 
を、パ'ッテリを取り外します。 

4. ハードドライブカバーの2つのネジ （1) を緩めます。 
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5. ハードドライブカバーを取り外します（2)。 
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6. ハ ー ドドライブケ ー ブル （1) を コン ピユ ー タ ー から夕し、ハ ー ド 
ドライブをハードドライブベイから取り外します（2)。 
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ハードドライブケーブルをハードドライブから外します。 
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ハ 


ドドライブの取リイ寸け 

1. ハードドライブケーブルをハードドライブに接続します。 
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2. ハードドライブをハードドライブベイに挿入し（1)、ハードドライ 
ブケーブル （2) をコンピューターに接続します。 



3. ハードドライブカバーのタブを、 コン ピューターのくぼみに合わせ 
ます（1)。 

4. カバーを取り付けなおします（2)。 
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5. ハードドライブカバーのネジロ）を締めます。 



6. バッテリを取り付けなおします。 

7. 外部電源および外付けデバイスを取り付けなおします。 

8. コン ピューターの電源を入れます。 

メモリモジュールの追加または交換 

お使いの コン ピューターには、2つのメモリモジュールスロットが装備 
されています。メモリモジュールスロットは、 コン ピューター裏面の 
ハードドライブカバーの下に装備されています。 コン ピュ ータ ーのメ 
モリ容量を増やすには、メモリモジュールを追加するか、またはメモリ 
モジュールスロットのどちらかに装着されている既存のメモリモ 
ジュールを交換します。 


么 警告' 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを 
取り外してからメモリモジュールを取り付けてください。 

么を 意： 静電気 ( ESD) によって電子部品が損傷することがあります。作 
業を始める前にアースされた金属面に触るなどして、身体にたまった静 
電気を放電してください。 
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ま記： 2つ目のメモリモジュールを追加してデュアルチヤネル構成を 
使巧する場合は、2つのメモリモジュールを必ず同じ容量にして〈ださ 
し、。 


メモリモジュールを追加または交換するには、な下の操作を行います。 


么を 意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にミ主意し 
てくださし、。 

コンピューターからメモリモジュールを取り外す前に、コンピューター 
をシャットダウンしてください。コンピューターの電源が入っていると 
きや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のときには、メモリモ 
ジュールを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわか 
らない場合は、まず電源ボタンを押してコンピューターの電源を入れま 
す。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンし 
ます。 


1. 作業中のデータを保存して コン ピューターをシャツトダウンしま 
す。 

2. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外 
します。 

3. 電源コンセントから電源コードを巧いて外部電源から切り離した 
後、バツテリを取り外します。 

4. ハードドライブカバーを取り外します。 

a. ハードドライブカバーの2つのネジ （1) を緩めます。 
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b . ハードドライブカバーを取り外します（2)。 



5. メモリモジユールコンパートメントカバーを取り外します。 

a. メモリモジュールコンパートメントの2つのネジ （1) を緩め 
ます。 
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b . メモリモジュ ー ルコンパ ー トメ ント カバ ー を取り外します 
口）。 



6. メモリモジュールを交換する場合は、な下の要領で装着されている 
メモリモジュールを取り外します。 

a. メモリモジュールの両側にある留め具を左ちに引っ張ります 

(1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 
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b . メモリモジユールの左右の端の部分を持って、そのままゆっく 
りと斜め上に引き巧いて口）取り外します。 


/ K を意: メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュー 
ルを扱うときは必ず左ちの端を持ってください。メモリモ 
ジュールの端子部分には触らないでください。取り外したメモ 
リモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておき 
ます。 



7. な下の要領で、新しいメモリモジュールを取り付けます。 


A \ を患: メモリモジユールの損傷を防ぐため、メモリモジユールを 
扱うときは必ず左ちの端を持ってください。メモリモジユールの 
端子部分に触ったり、メモリモジユールを巧り曲げたりしないよう 
にま意してください。 


a. メモリモジユールの切り込み （1) とメモリモジユールスロッ 
卜のタブを合わせます。 

b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを45°の角度でス 
ロットに押し込み、所定の位置に収まるまでメモリモジュール 
を押し下げます（2)。 
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c. カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、 
メモリモジュールの左ちの端をゆっくりと押し下げます（3)。 



8. メモリモジュールコンパートメントカ/く一を取り付けなおしま 
す。 

a. メモリモジュールコンパートメントカバーのタブを、コン 
ピューターのくぼみに合わせまず (1)〇 

b . カバーを取り付けなおします（2)。 
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c. メモリモジュールコンパートメントの2つのネジ （3) を締め 
ます。 



9. ハードドライブカバーを取リイ寸けます。 

a. ハードドライブカバーのタブを、 コン ピューターのくぼみに合 
わせます（1)。 

b . カバーを取り付けなおします（2)。 
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c. ハードドライブカバーの2つのネジロ）を締めます。 



10. バッテリを取り付けなおします。 

11. 外部電源および外付けデバイスを取り付けなおします。 

12. コン ピューターの電源を入れます。 
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コンピューターの 清掃 
ディスプレイの清掃 


么を 意： コンピューターのお損を防ぐため、ディスプレイには絶巧に水、 
液体クリーナー、化学薬品をかけないでください。 


巧れやほこりを取り除くため、糸くずの出ない、軽く湿らせた柔らかい 
布を使巧して定期的にディスプレイを清掃します。ちれが落ちに〈い場 
合は、軽く湿らせた静電気防止のがき取り用の布や静電気防止の画面用 
クリーナーを使用します。 


么 警告！ 感電や内部コンホーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタッチ 
メントを巧巧してキーボードを清掃しないでください。キーボードの表 
面に、掃除機からのごみくずが落ちてくることがあります。 


キーが固まらないようにするため、また、キーの下に溜まったごみや糸 
くず、細かいほこりを取り除くために、キーボードを定期的に清掃して 
ください。圧縮空気が入ったストロー付きの吿を巧巧してキーの周辺や 
下に空気を吹き付けると、付着したごみがはがれて取り除きやすくなり 
ます。 

プログラムおよびドライバーの更新 

プログラムおよびドライバーをを期的に最新バージョンへ更新すること 
をおすすめします。最新バージョンをダウンロー ドするには、 
ht わ:// WWW. hp . com / suppo け/ に アクセスしてください。コンピューターを 
登録するときに、ァッブデートが使巧可能になった場合に自動更新通知 
を受け取るように設定ずることもできます。 
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7 バックアップおよび復元 

• 復元 

• 復元メディアの作成 

• システムの復元の実行 

• 情報のバックアップおよび復元 

お使いのコンピューターには、オペレーティングシステムに付属のツー 
ルおよび HP が提供しているツールが含まれています。これらを使巧す 
ると障害発生時に情報を保護および復元できます。 

この章には、な下のトピックに関する情報が含まれています。 

• リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライブの 
作成 （[HP Recovery Manager] (HP リカバリマネージャ ー） ソフ 
トウてアの機能） 

• (復元巧パーティシヨン、リカバリディスク、またはリカバリフ 
ラッシュドライブからの）システムの復元の実行 

• 情報のバックアップ 

• プログラムまたはドライバーの復元 
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復元 


ハードドライブに障害が発生した場合にシステムを工場出荷時の状態に 
復元するには 、 [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー） 

を使巧して作成できるリカバリディスクセットまたはリカバリフ 
ラッシュドライブが必要になります。ソフトウェアをセットアップし 
たらすぐに 、 [HP Recovery Manager ] を使用して、リカバリディスク 
セットまたはリカバリフラッシュドライブを作成することをおすすめ 
します。 

その他の理由からシステムを復元する必要がある場合は、 HP 復元用パー 
ティシヨン (-部のモデルのみ）を使巧して復元できます。この場合、 
リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブは必要ありま 
せん。復元用パーティシヨンの有無を確認するには、[スタート]をク 
リックし、[コンピュータ ー] をちクリックして[管理]一[ディスクの管 
理]の順にクリックします。復元巧パーティシヨンがある場合、ウィンド 
ウにリカバリドライブが表示されます。 


么ま 患 ： [HP Recovery Manager ] (パーティシヨンまたはディスクロラッ 
シュドライブ）は、工場出荷時にプリインストールされていたソフト 
ウェアのみを復元します。このコンピューターにインストールされてい 
なかったソフトウ: L アは、手動で再インストールする必要があります。 

[ lif を記： 復元用パーティシヨンがないコンピューターには、リカバリディ 
スクが付属しています。 


復元メディアの作成 

ハードドライブに障害が発生した場合または何らかの理由で復元巧パー 
テ ィシ ヨン ツールを使用して復元できない場合に、 コン ピューターをエ 
場出荷時の状態に復元できるように、リカバリディスクセットまたは 
リカバリフラッシュドライブを作成しておくことをおすすめします。 
リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブは、コンピュー 
夕一を最初にセッ トアップした後、な乏べ〈早く作成してください。 


陵 f ; ま記 ： [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリ マネー ジャ ー) を巧巧し 
て作成できるリカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブ 
は、1セットのみです。リカバリディスクまたはリカバリフラッシュ 
ドライブは慎重に取り巧い、安全な場所に保管してください。 
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を記： おほいのコンピューターにオプティカルドライブが内蔵されて 
U いない場合は、外付けオプティカルドライブ（別売）を使用してリカバリ 
ディスクを作成するか、または HP の Web サイトからお使いのコン 
ピューターに適切なリカバリディスクを購入できます。外付けオプ 
ティカルドライブを使用する場合は、 USB ハブなどの他の外付けデバイ 
スにある USB コネクタではなく、コンピューター本体の USB コネクタ 
に直接接続する必要があります。 


ガイドライン： 

• 高品質な DVD - R 、 DVD + R 、 DVD-R DL 、 または DVD+R DL ディス 
クを購入してください。 


段 f 注記 ： [HP Recovery Manager ] ソフトウエアは、 CD - RW、DVD 
± RW 、 2層記録 DVD ± RW 、 および BD-RE (再書き込みが可能なブ 
ルーレイ）ディスクなどのような書き換え巧能なディスクには対応 
していません。 


• このプロセスでは、コンピューターを外部電源に接続する必要があ 
ります。 

• リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブは、1台の 
コンピューターに対して1セツトのみ作成できます。 


を記： リカバリディスクを作成する場合は、各ディスクに番号を 
付けてからオプティカルドライブに挿入します。 


• 必要に応じて、リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドラ 
イブの作成が完了する前に、プログラムを終了させることができま 
す。次回 [HP Recovery Manager ] を起動すると、バックアップ作成 
プロセスを続行するかどうかを確認するメッセージが表示されま 
す。 

リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライブを作成 

するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP Recovery 
Manager] (HP リカバリマネージャ ー） 一 [HP Recovery Media 
Creation] ( HP リカバリメディアの作成）の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


復元メディアの作成 77 







システムの復元の実行 

[HP Recovery Manager] (HP リカバリマネージャ ー） ソフトウエアを 
使巧して、コンピユーターを工場出荷時の状態に修復または復元できま 
す。 [HP Recovery Manager] は、リカバリディスク、リカバリフラッ 
シユドライブ、またはハードドライブ上の専巧の復元用パーティシヨン 
(一部のモデルのみ）から実行できます。 


段 f を記： コンピューターのハードドライブに障害が発生した場合や、コン 
U ピューターの動作上の問題を修正しようとする試みがすべて失敗した場 
合は、システムの復元を実行する必要があります。システムの復元は、 
コンピューターの問題を修正するための最後の手段として試みてくださ 
し、。 


システムの復元を実行する場合は、な下の点に;ま意してください。 

• システムの復元は、な前バックアップを行ったシステムに巧しての 
み可能です。 コン ピューターをセットアップしたらすぐに、 [HP 
Recovery Manager] を使用してリカバリディスクセットまたはリ 
カバリフラッシュドライブを作成することをおすすめします。 

• Windows は、[システムの復元]機能など、独自の修復機能を備えてい 
ます。これらの機能をまだ試していない場合は、試してから [HP 
Recovery Manager] を使用してください。 

• [HP Recovery Manager] では、出荷時にプリインス!—ルされてい 
たソフトウエアのみが復元されます。このコンピューターに付属し 
ていなかったソフトウエアは、製造元の Web サイトからダウンロー 
ドした ファイルまた は製造元から提供されたディスクから巧インス 
トールする必要があります。 
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き用の復元用パーティションを使用した復元（一部のモデルの み） 

専用の復元用パーティションを使巧する場合、復元処理中にオプション 
で1^|下のもののバックアップを実行できます：画像、音楽およびその他 
の才ーディオ、ビデオや動画、録画したテレビ番組、ドキュメント、ス 
プレッドシートおよびプレゼンテーシヨン、電子メール、インターネッ 
卜のお気に入りおよびインターネット設を 

復元用パーテ ィシ ョンから コン ピューターを復元するには、な下の操作 
を行います。 

1. な下のどちらかの方まで [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマ 
ネージャー ） にアクセスします。 

• [スターり一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP Recovery 
Manager] (HP リカバリマネージャ ー） 一 [HP Recovery 
Manager] の順に選択します。 

または 

• コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press 
the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示され 
ている間に esc キーを押します。次に、画面に [ F 11 (System 
Recovery )] というメッセージが表示されている間に、 f 1 1 キーを 
押します。 

2. [HP Recovery Manager ] ウィンドウの [System Recovery] (システ 
ムの復元）をクリックします。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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復元メディアを使用した復元 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 1枚目のリカバリディスクをお使いのコンピューターのナプティカ 
ルドライブまたは別売の外付けオプティカルドライブに挿入して 
から、コンピューターを再起動します。 

または 

お使いのコンピューターの USB コネクタにリカバリフラッシュ 
ドライブを挿入してから、コンピューターを再起動します。 


I ■評注 記： コンピューターが再起動したときに自動的に [HP Recovery 
Manager ] (HP リカバリマネージャ ー) が表示されない場合は、コ 
ンピューターのブート順巧を変更する必要があります。 


3. システムの起動時に f 9 キーを押します。 

4. オプティカルドライブまたはフラッシュドライブを選択します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

コンピューターのブート順序のを更 

リカバリディスクのブート順序を変更するには、な下の操作を行いま 


1. コンピューターを巧起動します。 

2. コンピューターの再起動中に esc キーを押してから、 f 9 キーを押し 
てブートオプションを表示します。 

3. [Boot options ] (ブートオプション）ウィンドウで 、 [Internal CD / 
DVD ROM Drive ] (内蔵 CD/DVD ROM ドライブ）を選択します。 

リカバリフラッシュドライブのブート順巧を変更するには、な下の操 
作を行います。 

1. フラッシュドライブを USB コネクタに挿入します。 

2. コンピューターを巧起動します。 

3. コンピューターの再起動中に esc キーを押してから、 f 9 キーを押し 
てブートオプションを表示します。 

4. [Boot options ] ウィンドウで、フラッシュドライブを選択します。 
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情報の/《ックアップおよび復元 

ファイルをバックアップして新しいソフトウェアを安全な場所に保管す 
ることは、非常に重要です。その後も、新しいソフトウェアやデータ 
ファイルの追加に応じて定期的にバックアップを作成しておくようにし 
ます。 

システムをよりよく復元するためには、より新しいバックアツプが必要 
です。 


簡< "ミち記： コンピューターがウィルスの攻擊を受けている場合や、主要なシ 

U ス テム コンポーネントが故障した場合は、最新のバックアップから復元 
を実行する必要があります。コンピューターの問題を修正するには、シ 
ステム全体の復元を試みる前に、まずバックアップを使巧した復元を試 
みてください。 


情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、または 
ディスクにバックアップできます。な下のようなときに、システムを 
バックアップします。 

• 定期的にスケジュールされた時刻 


ホ ！品 情幸院ま期励こバ咖パ巧よ化 リマイン 户を設 


• コンピューターを修復または復元する前 
• ハードウェアまたはソフトウェアを追加/変更する前 
ガイドライン： 

• Windows の[システムの復元]機能を使巧してシステムの復元ポイン 
卜を作成し、定期的にオプティカルディスクまたは外付けハードド 
ライブにコピーします。システムの復元ポイントの使用方法につい 
て詳しくは、 82 ぺージの 「 Windows システムの復元ポイントの使 
用」 を参照して〈ださい。 


• 個人巧ファイルを[ドキュメント]ライブラリに保存し、このフオル 
ダーを定期的にバックアップします。 

• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、またはメニュー 
バーの設定のスクリーンショット（画面のコピ ー) を撮って保存し 
ます。設定をもう一度入力する必要がある場合、画面のコピーを保 
存しておくと時間を節約できます。 
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スクリーンショットを作成するには、な下の操作を行います。 

1. 保存する画面を表示させます。 

2. 表示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 

アクティブなウィンドウだけをコピーするには 、 alt + prt sc キーを 
押します。 

画面全体をコピーするには 、 prt sc キーを押します。 

3. ワープロソフトなどの文書を開〈か新しく作成して[編集]一[貼り 
付け]の順に選択します。画面のイメージが文書に追加されます。 

4. 文書を保存して印刷します。 

Windows の[バックアップと 復元] の 使用 

ガイドライン： 

• お使いのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認し 
てから、バックアップ化理を開始してください。 

• 処理完了まで十分な時間の余裕があるときにバックアップ処理を行 
います。ファイルサイズによっては、処理に1時間な上かかる場合 
があります。 

バックアップを作成するには、な下の操作を行います。 

1. [ スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一 [ システムとセキュリティ ] 

ーレ《ックアップと復元]の順に選択します。 

2. 画面の説明に沿って操作し、バックアップのスケジュール設定と 
バックアツプの作成を行います。 


Pf ; ま記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるための 
ユーザーアカウント制御機能が含まれています。ソフトウ X アのイン 
ストール、ューティリティの実行、 Windows の設定を更などを行うとき 
に、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。詳しくは、 J ヘルプとサポート I を参照してくださし、。 


Windows システムの復元ポイントの使用 

システムの復元ポイントによって、特定の時点でのハードドライブのス 
ナップシヨットに名前を付けて保巧できます。復元ポイント作成後に変 
更を破棄したい場合に、そのポイントまで戻ってシステムを回復できま 
す。 


簡^ ま記： な前の復元ポイントに復元しても、最後の復元ポイント後に作成 
U されたデータ_ファイルや電子メールには影響がありません。_ 
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また、追加の復元ポイントを作成して、ファイルおよび設定の保護を強 
化できます。 

復元ポイントを作成するとき 

• ソフトウェアまたはハードウェアを追加/変更する前 

• コンピューターが最適な状態で動作しているとき（定期的に行いま 
す） 

■■ 復元ポイントまで戻した後に考えが変わった場合は、その復元を 

U 取り消すことができます。 _ 

システムの復元ポイントの作成 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ] 

一[システム]の順に選巧します。 

2. 左側の巧内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

な前のある曰時の状態への復元 

コンピューターが最適な状態で動作していた（な前のある日時に作成し 
た）復元ポイントまで戻すには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ] 

一[システム]の順に選巧します。 

2. 左側の巧内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. [システムの復元]をクリックします。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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8 サポート窓口 

この章では、な下の項目について説明します。 

• サポート窓口へのお問い合わせ 

• ラベル 

サポート窓口へのお問い合わせ 

このユーザーガイド、 『HP ノ ートブックコンピューターリファレンス 
ガイド』、または[ヘルプとサポート]で提供されている情報で問題に対処 
できない場合は、な下の HP サポート窓口または『サービスおよびサポー 
卜を受けるには J 1 に記載されているサポート窓口にお問い合わせくださ 
い。 

http :// www . hp . com / ao/contactHP 

ま記:~~ 日本な外の国や地域でのサポートについては、 

http :// welcome . hp . com / countrv / us / en/wwcontact us.html (英詰サイト） 
から該当する国や地域、または言語を選択してください。 

ここでは、な下のことを行うことができます。 

• HP のサービス担当をとナンラインでチャットする。 

を記： 特定の言語でサポート窓口とのチャットを利用できない場合 
U は、英語でご利巧ください。 _ 

• HP のサポート窓口に電子メールで問い合わせる。 

• 各国の HP のサポート窓口の電話番号を調べる。 

• HP のサービスセンターを探す。 
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ラベル 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解決し 
たり、コンピューターを日本国外で使用したりするときに必要な情報が 
記載されています。 



シリアル番号ラベル：な下の情報を含む重要な情報が記載されてい 
ます。 


2 


1 


名称 


け） 

製品名 

(2) 

シリアル番号 Cs / n ) 

(3) 

製品番号 （ p / n ) 

(4) 

保証期間 

巧） 

モデルの説明 


これらの情報は、サポート窓口にお問い合わせになるときに必要で 
す。シリアル番号ラベルは、バッテリベイ内に貼付されています。 

• Microsoft ® Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー 
(Product Key、Product ID ) が記載されています。プロダクトキー 
は、オペレーティングシステムのアップデートやトラブルシュー 
ティ ングのときに必要になる場合があります。 Microsoft Certificate 
of Authenticity はコンピューターの裏面にあります。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されていま 
す。規定ラベルは、バッテリベイ内に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル（一部のモデルのみ）：ナプシヨンの無線デバイ 
スに関する情報と、認定各国または各 i 也域の一部の認定マークが記 
載されています。1つな上の無線デバイスを使用している機種には、 
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1 つな上の認定ラベルが貼付されています。日本国外でモデムを使 
用するときに、この情報が必要じなる場合があります。無線認定/認 
証ラベルはバッテリベイの内側に目よ付されています。 
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9 仕様 

• 入力電源 

• 動作損境 
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入力電源 

ここで説明する電源の情報は、お使いのコンピューターを国外で使巧す 
る場合に役立ちます。 

コンピューターは、 AC 電源または DC 電源から供給される DC 電力で動 
作します。 AC 電源は100〜240 V (50/60 Hz) のま格に適合している必 
要があります。コンピューターは単独の DC 電源で動作しますが、コン 
ピューターの電力供給には、このコンピューター巧に HP から提供および 
認可されている AC アダプターまたは DC 電源のみを使用する必要があ 
ります。 

お使いのコンピューターは、な下の仕様の DC 電力で動作できます。 


入力電源 

定格 

動作電圧と電流 

19.5 V DC (6.5 A、 120 W の場合） 


HP 外部電源用 DC プラグ 



ま記： この製品は、最化充電量240 V rms な下の相対電圧によるノル 
ウェーの IT 電源システム用に設計されています。 

陵 f; ま記： コンピューターの動作電圧および動作電流は、システムの規をラ 
ベルに記載されています。 
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動作環境 


項目 

メ ートル 

U . S . 

温度 

動作時（オプティカルディスク 

5〜35。じ 

41〜95で 

書き込み中） 



非動作時 

-20 〜60で 

-4 〜140す 

相対湿度（結露しないこと） 

動作時 

10〜90% 

10 〜 90% 

非動作時 

5〜95% 

5-95% 

虽大標高 （非与圧） 

動作時 

-15 〜3,048 m 

-50 〜 10,000 フイート 

非動作時 

-15 〜12,192 m 

-50 〜 40,000 フイート 
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A RAID 0 (—部のモデルのみ） 

ハードドライブが2つあるモデルのコンピューターの中には、 RAID 0構成で出荷されてい 
るものがあります。 RAID は、大きいサイズのファイルで頻繁に作業したり、コンピュー 
夕一のストレージのパフォーマンスを向上させたりしたいコンピューターのユーザーに 
とって利点があります。 RAID 0では、両方のドライブにデータが分散されます。データを 
両方のドライブから同時に読み取るため、これによって、特に大きなサイズのファイルの 
データをより高速に読み取ることができます。ただし、 RAID 0には耐障害性がなく、1つ 
のドライブの障害時にはアレイ全体に障害が発生することを意味します。 

RAID 0の書き込みパフォーマンスを強化するため、 Intel Rapid Storage Technology では 
ボリュームのライトバックキャッシュを実装しています。ボリュームのライトバック 
キャッシュを使用すると、キャッシュをバッファーに保存できるようになり、コアレシング 
機能が向上します。キャッシュは初期設定で有効にされており、 Intel Rapid Storage 
Technology で無効にすることも、再び有効にすることもできます。キャッシュを有効にす 
る場合は、 UPS (Uninterrupted Power Supply) を使用することをおすすめします。 

RAID 0の無効化 


么 を 意： RAID 0を無効にすると、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードドライ 
ブがちフォーマットされます。コンピューター上に作成したすべてのファイルおよびイン 
スI'ールしたすべてのソフトウェアが完全に削除されます。 RAID 0を無効にする前に、情 
報をバックアップし、リカバリディスクのセットを作成してください。詳しくは、 

75 ページの「バックアッフおよび復元 I を参照してくださし、。_ _ 

RAID 0を無効にするには、レ U 下の操作を巧います。 

1. リカバリディスクのセットを作成します。 RAID 0を無効にした後、ハードドライブ 
の内容は完全に消去されます。詳しくは 7 S ページの「バックアップおよび復元 J を 
参照してください。 

イメージ全体を復元する場合は、サービスリカバリディスクがあることを確認して 
ください。最小限の工場出荷時のイメ ージを復元する場合は、 [HP Recovery 
Manager] を使用して作成したリカバリディスクのセットがあることを確認してくだ 
さい。 


(■誤; ま記： 必要なすべての個人用ファイルをバックアップしていることを確認して〈だ 
し*さい。このコンピューターに付属していないソフトウェアは、製造元の Web サイトか 
らダウンロー ドしたファイルまたは製造元から提供されたディスクなどを使巧して、 
別途、再インストールする必要があります。 


2. コンピューターの電源を入れるか、再起動します。画面の左下隅に [Press the ESC 
key for Startup Menu] というメッセージが表示されている間に、 esc キーを押します。 
[Startup Menu] (スタートアップメニュ ー） が表示されたら け〇 キーを押します。 

3. 矢 EP キーを使用して [System Configuration ] (システムコンフイギュレーシヨン） 
を選択し 、 [RAID OROM 川] (RAID OROM ユーザーインターフェイス）を [ enable ] 
(有効）に変更しまず。 


付録 A 


RAID 0 (—部のモデルのみ） 












4. 矢印キーを使用して [ Exit ] (終了）一 [Exit Saving Changes ] (変更を保存して終 
了）の順に選キ尺し、 [ Yes ] (はい）をクリックして変更を保存し、コンピユーターを 
巧起動します。 

5. POST 画面が表示されたら、 ctrl + i キーを押してコンフィギユレーシヨンユーティ 
リティを起動します。 

6. [ Main ] (メイン）メニユーで、上矢印キーや下矢印キーを使用して [3. Reset Disks to 
Non - RAID ] (3. 非 RAID へのディスクの再設定）を選キ尺して、 enter キーを押します。 
[Reset RAID Data] (RAID データのリセット）ウィンドウが表示されます。 

7. スペースバーを押して、最初のハードドライブを選巧してから、下矢印キーとスペー 
スバーを押して2香目のハードドライブを選がします。 

8. enter キーを巧してから y キーを巧して選巧を確認します。 


を患： 選巧を確定すると、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードドライ 
ブが再フホーマットされます。 


9. 下矢印キーを使用して、 [5. Exit ] 巧.終了）を選択します。 

10. enter キーを巧してから y キーを巧します。 [No bootable device] (起動可能なデバイ 
スがありません）というメッセージが画面に表示されます。 

11. 1枚目のサービスリカバリディスクまたは自分で作成した1枚目のリカバリディ 
スクを挿入してから、コンピューターを再起動します。 

12. f9 キーを巧してブートオプションメニューを表示し、ブートデバイスとして 
[Internal CD/DVD ROM Drive] (内蔵 CD/DVD ROM ドライブ）を選択します。 

13. サービスリカバリディスクのセットを使用した場合は、画面の説明におって操作し、 
復元を完了します。 

または 

自分で作成したリカバリディスクのセットを使用した場合は、 [Minimized System 
Recovery] (最小限のシステムの復元）を選択してから、画面の説明に沿って操作し、 
復元を完了します。 


RAID 0 の無効化 
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